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ゆ
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町
政
に
関
す
る
住
民
懇
談
会

が
、
令
和
４
年
５
月
23
日
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
、
25
日

に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
館
さ
ざ

ん
か
、
27
日
に
志
水
小
学
校
多
目

的
室
に
て
開
か
れ
た
。

Q
町
政
に
関
す
る
住
民
懇
談
会

に
至
っ
た
経
緯
や
目
的
は
。

A
企
画
調
整
部
長

時
代
や
社
会
の
変
化
に
伴
い

ご
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
、
自
治

会
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま

た
、町
に
対
す
る
地
域
の
意
見
や
要

望
も
多
様
化
、複
雑
化
し
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
率
直
な
意
見
や
要
望
を

直
接
聞
き
、
そ
れ
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

Q
今
回
の
町
政
に
関
す
る
住
民

懇
談
会
で
あ
っ
た
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
に

つ
い
て
、既
に
対
応
済
み
の
事
案
、

し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
な
事
案
、

将
来
的
な
検
討
課
題
と
す
る
事
案

が
あ
る
。

　
我
々
が
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
「
視
点
」
や
「
気
づ
き
」

も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
町

政
に
し
っ
か
り
反
映
し
て
い
く
。

　
な
お
、
議
事
録
は
ＨＰ
で
公
開
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q
10
月
に
も
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
テ
ー

マ
や
内
容
で
実
施
す
る
の
か
。
ま

た
、
土
曜
、
日
曜
の
開
催
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

６
月
か
ら
実
施
す
る
地
区
委

員
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
の
報
告

や
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
が
高

い
、
公
共
交
通
の
話
題
、
子
ど
も

の
教
育
や
保
育
に
関
す
る
話
題
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　
開
催
日
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
い

っ
た
観
点
か
ら
、検
討
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
保

存
方
式
）
が
開
始
さ
れ
る
。
適
格

請
求
書
を
発
行
で
き
る
の
は
「
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
限
ら

れ
る
。
こ
の
事
業
者
に
な
る
た
め

に
は
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。

Q
町
と
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
周
知
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

事
前
に
登
録
手
続
き
や
設
備

整
備
が
必
要
な
た
め
、
国
を
挙
げ

て
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
の
定
め
た
制

度
に
町
内
の
事
業
者
が
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
名
古

屋
西
税
務
署
や
商
工
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
広
報
や
ＨＰ
に
情
報

を
掲
載
し
周
知
し
て
い
く
。
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水は１人１日３ℓ

ペットも家族です

　
令
和
４
年
５
月
、
災
害
時
に
命

を
守
る
！
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

町
広
報
誌
と
併
せ
て
配
布
さ
れ
た
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
地
震

防
災
マ
ッ
プ
と
も
改
訂
さ
れ
て
い

る
。
町
民
に
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
活
用
法
を
問
う
。

Q
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
変

更
さ
れ
た
理
由
は
。

A
企
画
調
整
部
長

国
土
交
通
省
や
愛
知
県
か
ら

１
０
０
０
年
に
１
度
程
度
の
降
雨

を
前
提
と
し
た
浸
水
想
定
区
域
が

公
表
さ
れ
た
の
で
、
町
で
新
た
に

作
成
し
た
内
水
の
浸
水
区
域
と
合

わ
せ
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ

う
に
参
考
に
し
て
災
害
に
備

え
た
ら
よ
い
の
か
。
ま
た
、
避
難

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
た
ら
よ
い
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
住
ま
い

の
地
域
が
、
大
雨
・
台
風
時
、
地

震
時
に
ど
れ
く
ら
い
の
危
険
度
か

を
確
認
し
、
災
害
ご
と
の
避
難
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
先
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
書
き
込
み
式
の
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Q
町
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
で
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

併
せ
て
防
災
訓
練
や
地
区
防
災
計

画
策
定
時
に
実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
活
用
し
、
町
民
の

防
災
意
識
向
上
に
努
め
て
い
く
。

Q
町
の
防
災
備
蓄
状
況
と
今
後

の
計
画
は
。

A
企
画
調
整
部
長

備
蓄
目
標
を
１
３
０
０
人

分
、
３
日
間
と
定
め
て
お
り
、
達

成
状
況
は
飲
料
水
が
２
割
、
生
活

必
需
品
は
３
割
程
度
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
、
女
性
、
高

齢
者
向
け

の
備
蓄
を

新
た
に
加

え
、
令
和

７
年
度
に

目
標
を
達
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
学
校
区
自
主
防
災
会
の
備
蓄

を
町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
自
治
会
が
最
低
限
用
意

す
べ
き
備
蓄
品
は
何
か
。

A
企
画
調
整
部
長

小
学
校
区
自
主
防
災
会
に
つ

い
て
は
、町
の
補
助
金
を
活
用
し
、

主
に
避
難
所
運
営
に
必
要
な
備
蓄

を
し
て
お
り
、
町
は
、
そ
の
整
備

状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

　
自
治
会
に
つ
い
て
は
自
主
性
に

お
任
せ
し
て
い
る
。
現
在
、
自
治

会
活
動
の
取
り
組
み
の
調
査
を
進

め
て
お
り
自
治
会
が
用
意
す
べ
き

備
蓄
品
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

Q
家
庭
内
備
蓄
の
啓
発
を
、
町

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

今
後
と
も
、
防
災
訓
練
や
出

前
講
座
、町
広
報
誌
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉

え
て
情
報

発
信
に
努

め
て
い
く
。

R4.5 最新版

自らの命は自らで守る行動を

安全に避難できるときは

安全な避難ができないときは
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